
 

10．新・漆喰塗り壁工法 

New Plaster-Coated Wall Method 

鈴木 博昭＊１ 高橋 拓也＊１ 

 

 
写真－１ 本建物全景                     写真－２ 白しっくい風仕上げ状況 

 
 
□ 目的（工事概要） 

本建物は老人福祉施設の新築工事である。RC 造 6 階建て高層棟・低層棟の内、低層棟部分の外壁に採用されて

いるのは水性装飾仕上塗材（白しっくい風）であった。漆喰塗りの下地が主体の RC 構造に、鉄骨下地取付けの上、

ケイカル板 2 枚張りの構造になっている為、気温などの収縮などによるクラック防止の計画、工法について報告

する。 
 

□ 概要（課題とその対策） 

この建物の「和モダン」をテーマに意匠計画を進める内のひとつとして大きな白壁を作りたいとのことで、低層

棟部分に水性装飾仕上げ塗材（白しっくい風）の仕上げの設計がなされた。 

当初は 1 階～3 階まで伸縮目地無しで大きな面で昔の白壁の建物のイメージを創造したいと施主・設計の主張

に対して、品質を確保するために（クラック発生の）懸念性を説明し、及び他物件の施工例、モックアップ製作

による検証を経て、施工材料や施工方法の選定等を行った。 

 

□ 結果 

気温などの影響に伴う膨張、収縮などによるクラックの懸念性を施主・設計事務所にモックアップ製作して説明行

い承諾を得て、各階の伸縮目地などを設ける施工方法に変更した。 

漆喰材料については、下地に日丸産業㈱ ジョイント・ヴィ、仕上げに日丸産業㈱ ファインウォールデコを使用

した。 
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11．ICT(Teams および Ai-Map)を活用したリモート監理 

Utilizing ICT Anchor on Thin Wall Building with Rammed Earth 

福澤 良＊１ 佐藤 亮輔＊１ 本多 貴英＊2 古東 秀文＊3 

 

       
写真－１ 作業所全景          写真－２ 遠隔での監理状況    写真－３ 作業所と監理者のやり取り 

 
 
□ 目的 

施工中の超高層建物では、設計・監理者が大阪に在住していることや、コロナウイルスの蔓延により、従来ま

での作業所現地での検査が行い難い状況となった。そこで、検査工程の幾つかにリモート技術を活用することと

した。これにより、今後の検査の効率化や生産性向上に繋がることを目的としている。 

 

□ 概要 

日本において生産年齢人口が減少することが予想されている。建設分野においては、建設作業者の減少ととも

に高齢化が進んでおり、生産性向上は避けられない課題となっている。国土交通省では、建設現場における生産

性を向上させるために、建設現場への ICT技術の導入を政策として進めている。ICT技術の導入は、i-Construction 
との名前でその政策が進められており、建設施工現場への ICT 技術の普及と共に、検査や監理にもその技術を取

り入れることが挙げられている。 

施工中の超高層建物では、設計・監理者が遠隔地に在席していることや、コロナウイルスの蔓延により、従来

までの作業所現地での検査が行い難い状況となった。そこで、検査工程の幾つかにリモート技術を活用すること

とした。写真-2 に示すとおり、監理者は遠隔地に在席し、タブレットやパソコンから作業所にいる監督員と通信

を行いながら、検査を行っている。リモート監理では、製品の受入検査を中心に活用することとした。これによ

り、検査の一部をリモート監理に置き換えても、監理全体のレベルを確保できると考えた。 

 

□ 結論 

リモート監理では広範囲の検査では活用しづらいものの、その特性を活かした利用方法により、生産性の向上

が図られる。また、ジャストタイムの検査が行えることから、検査の頻度を上げることができ、品質確保にも役

立つと考えられる。また、検査以外のコミュニケーションツールとして活用も期待できるが、事前の通信環境の

確認は必要である。 
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